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環境報告書の対象範囲等
　対象範囲： 全キャンパス（職員宿舎及び神山団地（農学部樹林地）を除く）

　対象期間： 2009年（平成２１年）4月～2010年（平成２２年）3月

　ガイドライン： 

       「環境報告ガイドライン（2007年版）」 （平成１９年6月　環境省）

　　「事業者の環境パフォーマンス指標ガイドライン（2002年度版）」 （平成１５年4月　環境省）

       「環境報告書の記載事項等の手引き（第2版）」 （平成１９年１１月　環境省）

　　「環境報告書の信頼性を高めるための自己評価の手引き」 （平成１９年１２月　環境省）
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香川師範学校 香川青年師範学校

香川大学設置（昭和24年5月）

学芸学部・経済学部

農学部設置（昭和30年7月）

学芸学部を教育学部に改称（昭和41年4月)

法学部設置（昭和56年4月）

工学部設置（平成9年10月）

医学部医学科

医学部附属病院設置（昭和58年4月）

医学部看護学科設置（平成8年4月）

高松経済専門学校

香川大学
（平成15年10月統合）

国立大学法人　香川大学（平成16年4月発足）
【地域マネジメント研究科】設置（平成16年4月）

【香川大学・愛媛大学連合法務研究科】設置（平成16年4月）

香川県立農科大学

香川医科大学開学（昭和53年10月）

国立大学法人　　香 川 大 学
学　　　　長　　一井　眞比古

2009年（平成21年）5月1日現在

8,682名
5,713名
817名
37名

2,115名
1,767名

9名

土　　地　   　942,416.17 ㎡
建　　物　　   275,545.33 ㎡

学 生 数

教 職 員
役 　 員

学校名

教職員・学生数　　10,458名

土地・建物面積

大学概要

沿革

大学概要

大
学

学 部 生
大 学 院 生
愛媛大学大学院連合農学研究科
教 育 学 部 附 属 学 校 園



大
学
概
要

大
学
概
要

 5環境報告書 2010

学 部 教育学部

大 学 院

教育・学生支援機構

教育学研究科

法学研究科

経済学研究科

医学系研究科

工学研究科

農学研究科

地域マネジメント研究科

香川大学・愛媛大学連合法務研究科

愛媛大学大学院連合農学研究科

法学部

経済学部

医学部

工学部

農学部

附属教育実践総合センター
附属高松小学校
附属高松中学校
附属幼稚園
附属坂出小学校
附属坂出中学校
附属特別支援学校

附属農場

大学教育開発センター
アドミッションセンター
キャリア支援センター
生涯学習教育研究センター

図書館・情報機構 図書館
博物館
総合情報センター

産学官連携推進機構

保健管理センター

広報センター

法人本部

総合企画室

監査室

社会連携・知的財産センター
危機管理研究センター

インターナショナルオフィス 国際研究支援センター
留学生センター

研究推進機構 研究企画センター
総合生命科学研究センター
希少糖研究センター
微細構造デバイス統合研究センター
瀬戸内圏研究センター

附属病院

監 事

教育研究評議会

部局長等会議経営協議会

学長選考会議

学 長 理 事

役 員 会

庵治マリンステーション

組織図
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香川大学の環境目標と実施計画および2009年度（平成21年度）の実績を以下に示します。

環境方針 環境目標 実施計画 2009年度（平成21年度）実績 判定

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

１．環境教育による
　人材の育成

２．環境に関する
研究活動の
推進

３．地域への環境
貢献

＊ 環境教育を充実させ、
      環境意識を向上させる

＊ 環境関連研究を
     推進する

＊ 地域への情報発信を
     積極的に行う

＊ 地域社会との連携を
     はかり、地域の活性化
    を推進する

①大学での環境教育
カリキュラムを充実
させ、環境に関する
基礎力および応用
力を育成する

②生徒・児童に、環境
に関する基礎的な
教養を育む

①環境保全に貢献する
研究を推進する

②外部との研究協力
体制を推進する

①環境報告書の発行
により、地域に情報
を発信する

②地域のニーズに併せ
たイベントを実施する

③地域の清掃活動を
実施する

①各学部、大学院で環境に関する
講座、実習を充実させた

  （ 授業数：約90講座、
  受講学生数： 延べ5,912名 ）

②理科や社会、総合学習、校外活動な
どの授業により、環境に関する学習
時間を充実させた

①環境に関する研究を実施した
（教職員：約29名、
研究の件数：約50件）

②産学官交流を推進し、共同研究、
技術相談などを実施した

（共同研究対象：文部科学省、農林水
産省、経済産業省、香川県、民間企
業、高等専門学校、海外の大学など）

①環境報告書2009を発行し、さらに
香川大学ホームページに掲載した

②公開講座やシンポジウム、研修会、
講師派遣などを実施した

（干潟観察会の実施、香川大学ミッド･
プラザの設立、地域防災リーダー養
成講座の開講など）

③地域の清掃活動を、各キャンパス
および附属学校園で定期的に
実施した

（教育学部学生連合ネットワークSUN
やローターアクトクラブによる地域の
清掃活動など）
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◎

△

◎

◎

◎

環境方針 環境目標 実施計画 2009年度（平成21年度）実績 判定

４．環境負荷の
低減活動

＊ 2008年度「香川大学     
　省エネルギー対策に
　関する規程」および
　「エネルギー管理に関
　する基本計画｣では、
　2007年度を基準に
　2009年度から2013年
　の5年間でエネルギー
　使用量および温室効
　果ガスの排出量を
　原単位(建物面積あた
　り）5％削減することを
　努力目標とした

＊ 省資源を推進し、
     紙、水使用量2004年
     度を基準として5年間
     で5％削減する

①省エネ施策の実施
と啓発活動を行い、
エネルギー使用量
を削減する

②省資源施策の実施
と啓発活動を行う

＊ 廃棄物を適正に
      管理する

③廃棄物の適正な処理・
リサイクルを行う

＊ グリーン購入法を推進
　 する

④グリーン購入を実施
する

＊ 化学物質を適正に
      管理する

⑤化学物質を適正に
管理する

③ 
     ・一般廃棄物発生量 1,098t
　・産業廃棄物発生量 353t
＊ 主な低減対策
     ・専門業者による適正処理
　・再資源化･リサイクルの実施

④ 特定調達品目の調達状況
　 ・平均 98%
　 ・調達率 100%   146品目
　 ・調達率 90%以上 2品目

⑤
     ・法令遵守
     ・施錠保管庫での管理

① 2007年度（基準年）比は以下のとおり
 ・総エネルギー使用量： 5％減
 ・エネルギー原単位： 5％減
 ・電力： 2％減
 ・ガス： 10％減
 ・重油： 22％減
 ・軽油： 47％減
 ・ガソリン： 2％増
 ・灯油： 38％増
 ・二酸化炭素排出量： 5％減

＊主な省エネルギー対策
 ・適切な空調温度設定
 ・照明などのこまめな電源OFF
 ・トイレ照明の自動感知装置の導入
 ・省エネ型機器の導入　など

② 2004年度（基準年）比は以下の
とおり

 ・紙： 66％増   ・水： 7％増

＊ 主な省資源対策
　・紙：両面コピーの実施、裏紙利用の
        実施など

 ・水： 節水こまの設置、再利用水の
        利用、トイレ節水型機器の導入、
       循環水の利用など
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20世紀末から生物多様性の重要性が理解されるようになり、世界中で絶滅危惧種の保全活動が行われるよう
になりました。香川県内のごく一部のため池を生息地とするニッポンバラタナゴもその一例で、外来種のタイリク
バラタナゴとの競合や雑種形成により、純粋なニッポンバラタナゴは絶滅に瀕しています。
ニッポンバラタナゴの保全活動は、香川淡水魚研究会や香川県環境森林部みどり保全課の方々が行っています。
その保全のための基礎情報を提供する形で役立てば幸いということで、外見上の区別が困難なニッポンバラタナ
ゴとタイリクバラタナゴを正確に識別するために、DNAの目印の一種であるマイクロサテライトマーカーを開発
しました。
現在では、魚を生かしたまま採取した鱗が1枚あれば、その鱗の持ち主とその両親がニッポンバラタナゴなのか

タイリクバラタナゴなのか、また香川県のどのため池のニッポンバラタナゴなのか、などいろいろな情報を得るこ
とができるようになりました。最近は、別の絶滅危惧種のヤリタナゴについてもマイクロサテライトマーカーを開発
しました。同じようなことが他の絶滅危惧種の魚についてもできると思いますので、関心のある方はご連絡下さい。

ニッポンバラタナゴ集団の遺伝学的分類

総合生命科学研究センター　池田 滋 助教

絶滅危惧種の保全遺伝学
 ～ ニッポンバラタナゴのマイクロサテライトマーカーの開発 ～

環境研究活動

環
境

絶

環

ニッポンバラタナゴ集団の遺伝学的分類
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環境に優しい低炭素社会の実現には、あらゆる分野でCO2排出量を抑制することが
不可欠です。
「ものつくり」の基盤技術である切削加工では、この取り組みの柱として、切削油剤の
使用にともなう供給動力の削減や工作物洗浄および廃液処理の軽減を図るため、極微量
潤滑（Minimal Quantity Lubrication）による「MQL加工」が脚光を浴びています。
この加工は、１時間あたり数十ml程度という極めて少ない切削油剤をミクロンサイズに
微粒子化し、圧縮空気で加工部に供給する方法で、従来給油法と比べ、油剤使用量が
数千から数万分の１にもかかわらず、遜色がないばかりか、むしろより高能率な加工を
実現できる点が大きな特徴です。
MQL加工に用いられる油剤は、極微量で高い切削性能をもつことはもちろん、環境や

健康面に配慮して、生分解性、酸化安定性、安全性に優れる必要があります。本研究は、
合成エステルをベースに、これら要求性能すべてを満足する画期的なMQL加工用油剤
を開発するとともに、この油剤が極微量で高い効果を発現する作用機構を究明したも
ので、スチールを対象にしたMQL加工法の普及に大きく貢献しました。今後、さらなる
環境負荷軽減の立場から、スチール加工で完成させた技術を、アルミニウム合金や
ステンレス、難削材のチタン合金などへと用途拡大すべく研究を進める予定です。

工学部　材料創造工学科　若林 利明 教授

若林 利明 教授

環境にやさしいMQL加工

MQL加工油剤の作用メカニズム解明に用いる雰囲気制御切削試験機

極微量潤滑(ＭＱＬ)による環境に優しい切削加工

MQL加工油剤の作用メカニズム解明に用いる雰囲気制御切削試験機

定です。

環境にやさしいMQL加工

MQL加工油剤の作用メカニズム解明に用いる雰囲気制御切削試験機
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2009年度（平成21年度）に取り組んだ環境保全に関する研究は以下の通りです。

環境保全に関する研究活動

教育学部

法学部

経済学部

医学部

工学部

農学部

理科領域
高木 由美子 准教授
法学科
三野 靖 教授
地域社会システム学科
原 直行 教授

経営システム学科
古川 尚幸 准教授

国際医動物学
原田 正和 助教

安全システム建設工学科
吉田 秀典 教授

安全システム建設工学科
末永 慶寛 教授

安全システム建設工学科
石塚 正秀    准教授
野々村 敦子 准教授

安全システム建設工学科
増田 拓朗 教授

安全システム建設工学科
角道 弘文 准教授
信頼性情報システム工学科
岡本 研正 教授

材料創造工学科
馮 旗 教授

材料創造工学科
若林 利明 教授
材料創造工学科
掛川 寿夫 教授
応用生物科学科　
伊藤 文紀 教授

応用生物科学科　
小林 剛 准教授

グリーンケミストリーに根ざしたイオン液体を活用した教材開発

水質汚濁防止法など環境関連法令の研究

グリーン･ツーリズムをつうじた地域活性化における行政と地域の役割

商品学の視点から見た循環型社会システムに関する研究

消費者意識から見たエコマーク商品に関する研究

西太平洋の干潟に生息する巻貝類とそれに寄生するセルカリア類の
現状と保全

日韓共同干潟調査団に加入し、セマングム干潟などの保護活動を支援

CO2の地中固定に関する研究

廃棄物の環境負荷調査･持続可能な発展の研究

水圏環境改善技術

建設副産物（スラグ）を利用した人工魚礁の研究開発

水の循環と水環境に関する研究

人工衛星データを用いた瀬戸内地域の環境情報解析

香川県直島におけるハゲ山緑化

岩清尾（いわせお）ふれあいの森フォーラム

生物生息空間としてのため池の評価

発光ダイオードの応用研究

新規太陽電池の開発

環境に優しい鉛フリー圧電体材料の開発

環境水から低濃度有害物除去技術の開発

極微量潤滑による環境に優しい切削加工

アスベストの化学的分解処理技術に関する研究

外来侵略アリの生態と防除に関する研究

香川県の里山における外来植物侵入に関する研究

香川県三木町における植裁木の生育診断

四国の絶滅危惧植物の遺伝構造の解析

研　究　名研究科・代表者名学　部  名
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農学部

総合生命科学研究
センター

希少糖研究センター

瀬戸内圏研究センター

平成21年度
瀬戸内圏
研究プロジェクト

応用生物科学科　
山田 佳裕 准教授

応用生物科学科
山内 高圓 教授
小川 雅寛 教授

応用生物科学科
多田 邦尚 教授
一見 和彦 准教授

バイオマス化学研究室
片山 健至 教授
鈴木 利貞 准教授

遺伝子研究部門
田島 茂行 教授
池田 滋    准教授

高田 悟郎 准教授

多田 邦尚 教授

少雨地域における河川の水質形成の特徴

ダム湖のメタボリックマップ

香川県内で捨てられる食物残渣等を集めて堆肥にし、家畜の餌と
して生産することに関するコンサルタント

タイ国のチェンマイ大学やカセサート大学と鶏や豚の飼育に関す
る共同研究

酪農学園大学と牛の腸管に関する共同研究

三重県畜産試験場とサトウキビ搾りかすによる鶏の飼育に関する
共同研究

小豆島の佃煮企業と佃煮の高品質化および加工残渣の有効利用

大手食肉加工業者と食肉の高品質化

浅海域の水質環境とノリの色落ち

干潟域の物質循環とそこに生息する微細藻類の増殖生理

干潟域のアオサの生物量と渡り鳥（ヒドリガモ）による除去量

赤潮プランクトンの増殖生理と水塊構造

播磨灘における植物プランクトン量と栄養塩環境の長期変動

干潟域の食物連鎖系に関する研究

沿岸海域の底質環境

魚類養殖場の環境管理法

赤潮の発生とそれに伴う環境変動

熱帯産早生樹の樹皮の生物活性抽出成分

外樹皮コルク質のスベリン芳香族部分の構造と生合成

樹皮の液化

絶滅危惧種のニッポンバラタナゴの保全に利用できるマイクロ
サテライトマーカー、ミトコンドリアスニップマーカー、ならびに、
DNAチップの開発

うどんゆで汁の廃液の活性炭処理による環境負荷の軽減に関する
研究

環境に配慮したハマチ養殖養殖法

陸上水槽による有用水産魚種の種苗生産

　　　　　　　

研　究　名研究科・代表者名学　部　名

干潟を含めた浅海域の生態系研究 
農学部　応用生物科学科　　　　　　多田 邦尚 教授（代表）, 田村 啓敏 教授
農学部　生命機能科学科　　　　　　田島 茂行 教授
香川大学・愛媛大学連合法務研究科 　 中山 充    教授
工学部　安全システム建設工学科　　末永 慶寛  教授, 石塚 正秀 准教授
工学部　信頼性情報システム工学科　井面 仁志  教授
瀬戸内圏研究センター　　　　　　　一見 和彦 准教授
農学部　応用生物科学科　　　　　　山田 佳裕 准教授, 東江（野村） 美加 准教授
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香川大学では、様々な環境に関する授業科目を設置し、環境問題に関心を持ち、率先して行動できる人材の育成に
力を入れています。

環境関連授業科目と年間受講学生数

大学の環境教育

環境教育による人材育成

大

環

教育学部

法 学 部

経済学部

医 学 部

工 学 部

環境教育論

環境社会学

宇宙環境地球論

環境保全論

物質環境論

教育環境デザイン演習Ⅰ

教育環境デザイン演習Ⅱ

教育環境デザイン演習Ⅲ

身のまわりの科学

国際取引法

国際環境法

平和学

環境法政策論（環境行政と法政策）

発展と平和の研究

資源エネルギー論

環境システム論

環境商品学特殊講義

21世紀の社会・環境と保健医療福祉

衛生学

公衆衛生学

社会環境医学講義

社会環境医学演習

生体･環境計測学特論講義

生体･環境計測学特論演習

生体･環境計測学特論実験･実習

土地利用環境工学

社会システム

水環境基礎科学

住環境学

環境生態学

建設環境マネジメント

環境政策

沿岸水域保全工学

環境緑化工学持論

地球環境と都市デザイン

環境建築論

緑地生態学特論

水循環システム工学

19人

10人

13人

隔年開講のため休講

13人

18人

18人

28人

28人

65人

約140人

約80人

約80人

11人

177人

341人

6人

108人

94人

94人

－

－

－

－

－

1人

177人

65人

67人

55人

33人

256人

9人

13人

2人

17人

4人

5人

授 業 科 目 名 年間受講学生数学部・研究科名
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農 学 部

地域マネジメント研究科
香川大学・愛媛大学
連合法務研究科

大学教育開発センター

生涯学習教育研究センター
瀬戸内圏研究センター

環境科学
生物資源環境化学実験Ⅰ 
生物資源環境化学実験Ⅱ
食品科学実験Ⅰ
食品科学実験Ⅱ 
植物生理学
微生物学
物理化学
生態学
分析化学
無機化学
生命倫理学
生物環境保全学
生物地球化学
土壌肥料学
土壌生化学
農業気象学
微生物機能工学
農業経済学
食品衛生学
生物資源利用学
バイオマス化学
農業昆虫学
環境調節学
生物海洋化学
作物生態学特論
植物栄養学
植物病理学
浅海生産環境学特論
進化生態学特論
多様性生態学特論
動物社会生態学特論
植物生態学特論
生物地球化学特論
生物化学海洋学特論
生物資源有機化学特論
生物活性天然物化学特論
植物科学特論
分子植物栄養学特論
環境経営
環境法Ⅰ
環境法Ⅱ
環境法演習
環境問題と科学・技術
生物多様性とその保全
海と環境と海洋工学
身の回りの植物と私たちの生活
環境と食品－化学の視点から－
瀬戸内の環境・農業・食品
公開講座 (小学生4～6年生対象)　水の不思議　-身近な水を科学的に調べてみよう-
生物海洋化学
出前講義 (中学生対象)

約180人
38人
25人
48人
48人
166人
184人
183人
約180人
175人
169人
約100人
約130人
約60人
178人
約90人
55人
60人
約70人
約110人
約60人
約50人
48人
43人
約50人
約10人
41人
139人
約10人
9人
約10人
約10人
10人
約10人
約10人
約10人
約10人
6人
6人
約60人
約20人
約10人
約10人
約200人
約200人
約200人
約200人
約200人
約200人
約20人
約50人
－

授 業 科 目 名 年間受講学生数学部・研究科名
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子供の頃から自然とのふれあいを大切にし、命の大切さを教えています。小中学生になると、理科や社会、
総合学習の時間に身近な環境問題から地球規模での環境問題まで学んでいます。

附属学校園の環境科目

附属学校園の環境教育

附属幼稚園高松園舎

附属幼稚園（坂出）

附属高松小学校

附属坂出小学校

附属高松中学校

附属坂出中学校

附属特別支援学校

4・5歳児

4・5歳児

3～5歳児

5歳児

3～5歳児

4年

6年

4年

4年生

4年生

5年生

6年生

1年生

2年生

3年生

2年生

1年～3年生

1年～3年生

1年～3年生

1年～3年生

1年～3年生

1年～3年生

1年～3年生

1年～3年生

全学年

全学年

全学年

海や山、公園での様々な自然との触れ合い

園庭の畑での様々な野菜の栽培・収穫、料理活動

四季の草花や虫などとの触れ合い

高松城復活プロジェクト

香川のとっておきを紹介しよう（観光）

エネルギー資源の利用について

池田ダム、香川用水記念館を見学し、水資源確保の状況を学習

早明浦ダムの渇水を取り上げ、人々の工夫や努力について学習

授業（高松市の環境の取り組み調査）

授業（自然災害、地球の資源など）

授業（地球市民としての役割）

クリ－ントピア丸亀（廃棄物処理施設見学）

地球温暖化問題と人間の経済活動について

少子高齢化社会での福祉

持続発展可能なまちづくり（ゴミ、水、政策）

日常の清掃活動においてゴミの分別学習を行っている

自然の素材を生かした、施策活動や調理活動に取り組んでいる

農作業学習で落ち葉や生ゴミから肥料づくりに取り組んでいる

対象年齢・学年 科目（内容）附 属 学 校 名
園庭の豊かな自然を生かした自然との触れ合いを大切にし、
その美しさや不思議さなどに気づかせる

親しみやすい動植物に触れあう機会をもたせ、命の大切さに気づき、
いたわる気持ちを育てる

綾川河口でのカニの雌雄調査を行い、環境ホルモンによる影響かどうか調査
を行う

「生物と環境」の授業で、生物は、食べ物、水および空気を通して周囲の環境と
係って生きていることを学習

［エコな町づくり計画］
ストップ温暖化をテーマに理想の町を模型で提案

［ゴミをなくすために］
ゴミ減量をテーマに生ゴミの肥料化やゴミを出さない料理を研究

［動物と植物の共生関係を調べよう］
ミツバチと花の共生関係を調べ環境について考える

［ネイチャーアクアリウム制作］
自然界の生態系を水槽の中で再現し環境について考える

［環境問題研究チーム］
絶滅危惧種やその現状を調べ対策について考える
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この取り組みのきっかけは、高松第一高校からサイエンス・パートナーシップ・プロジェクト事業の一環として、
理系の特別クラスの高校生を対象に、理科に関する興味・関心と知的探究心の育成を目的とした実験を体験させて
くれないかとの依頼でした。そこで、最近、高校生の環境問題への関心が強くなっており、高校化学の内容とも
近いので、農学部の収穫祭で行っている「バイオディーゼル燃料を作ろう」というテーマであれば適切だろうと
いうことになりました。
12月25日(金)に高校生41人が農学部にやってきて、まず講義を行い、次に10班に分かれ、植物油から

メタノールとのエステル交換反応により、脂肪酸メチルエステル（バイオディーゼル燃料BDF）を合成する実験を
行いました。劇物である水酸化カリウムやメタノールを使うので、院生にもティーチングアシスタントとして協力し
てもらい、安全性に十分注意しました。最後に、この合成したバイオディーゼル燃料を、実際に農学部のトラクター
に給油し、動くことも実証しました。参加した高校生の感想は「本当に自分が作ったBDFでトラクターが動いたの
で感動した」など好評でした。
今後については、同校が2010年度からスーパーサイエンスハイスクールに指定され、また協力を依頼されて

いますので、引き続き、高校と連携した環境教育に貢献したいと思います。

農学部　応用生物科学科　川浪 康弘 教授

自分たちが作ったバイオディーゼル燃料でトラクターを動かそう！
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見直し

点検および是正

計画

実施および運用

香川大学では2006年度から、環境配慮の取り組み状況を環境報告書として公開しています。
本編のほかにダイジェスト版も作成しており、学生や教職員への配布やポスターを使った広報活動を通じ

て、情報開示や環境配慮の取り組みの推進を図っています。
また、これまでに発行した環境報告書は、香川大学のホームページからも閲覧することができます。

香川大学では、香川大学ホームページ、広報センター、図書館などを通して、環境情報の開示を積極的に
行っています。

http://www.kagawa-u.ac.jp/public/report/report/

環境コミュニケーション

環境報告書 ２００７ 環境報告書 ２００8 環境報告書 ２００9

環境報告書ポスター 2007 環境報告書ポスター 2008 環境報告書ポスター 2009

環境報告書の発行

環境報告書ポスター 2007 環境報告書ポスター 2009

環境報告書 ２００9

ＷＥＢ

環境報告書 ２００７ 環境報告書 ２００8

環境報告書ポスター 2008
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2009年度において環境関連法規制の違反事例はありませんでした。
法令遵守状況は下表の通りです。

法定点検も含め法令遵守のために実施した主な取り組みは、次の通りです。

香川大学では、環境に関する法規制について遵守しています。

法令遵守の状況

法令遵守のための取り組み

環境に関する規制の遵守

              　　　 法　　　　令
大気汚染防止法

水質汚濁防止法

瀬戸内海環境保全特別措置法
廃棄物処理法
家電リサイクル法
食品リサイクル法
自動車リサイクル法
グリーン購入法
水道法

下水道法
浄化槽法

消防法
土壌汚染対策法
ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の
推進に関する特別措置法
高圧ガス保安法
公害健康被害の補償等に関する法律
労働安全衛生法
エネルギーの使用の合理化に関する法律
建築物における衛生的環境の確保に関する法律

香川県アスベストによる健康被害の防止に関する条例
高松市節水・循環型水使用の促進に関する要綱
学校環境衛生基準

　　　　　　　　　　    対　象　範　囲
幸町キャンパス、三木町農学部キャンパス、三木町医学部キャンパス、
附属高松中学校・小学校、附属坂出中学校・小学校、附属特別支援学校
幸町キャンパス、三木町農学部キャンパス、三木町医学部キャンパス、
庵治マリンステーション
三木町医学部キャンパス
全学
全学
食堂
全学
全学
幸町キャンパス、三木町農学部キャンパス、三木町医学部キャンパス、
附属高松中学校・小学校、附属坂出中学校、男子寮ほか
林町キャンパス、附属坂出中学校・小学校
三木町農学部キャンパス、三木町医学部キャンパス、附属農場、
庵治マリンステーション、三木町寄宿舎、附属高松中学校、附属特別
支援学校、女子寮、国際交流会館他、農学部実験実習宿泊施設
全学
三木町農学部キャンパス
全学

林町キャンパス
三木町医学部キャンパス
全学
三木町医学部キャンパス
幸町キャンパス、三木町農学部キャンパス、林町キャンパス、三木町
医学部キャンパス
全学
林町キャンパス
附属高松中学校・小学校、附属坂出中学校・小学校、附属特別支援学校

遵守状況

○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

○

○
○

○

○
○
○
○

○

○
○
○

  遵守すべき法令

大気汚染防止法

下水道法

水質汚濁防止法

浄化槽法

遺伝子組換法

毒物及び劇物取締法

放射線障害防止法

環境配慮促進法

　　　　　　　　　　チェック体制・方法

ばい煙発生施設からの排ガスを測定（2回/年）

ばい煙発生施設からの排ガスを測定（1回/年）

下水への排水を自動計測により常時監視

重金属および有機化合物の測定（2回/年）

家畜糞尿還元設備からの排水検査（1回/年）

廃水処理施設からの排水を定期的に検査（12回/年）

排水の放流先である男井間池の水質検査（2回/年）

排水のＣＯＤ、窒素、リンの自動計測による常時監視

浄化槽を定期的に点検（4回/年）

遺伝子組換え実験計画届出・申請書の提出

毒物・劇物管理使用記録簿の作成、定期的監査の実施

放射線量の測定（12回/年）

環境報告書の作成・発行

　　　対　象　部　局

医学部

附属高松小学校

工学部

農学部廃水処理施設

農学部附属農場

医学部

医学部

農学部

総合生命科学研究センター

総合生命科学研究センター

全部局など
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法学部　法学科　三野 靖  教授

この取り組みは、ゼミ活動において学生が自主的にテーマをみつけ、調査・検討したものです。
香川県は汚水処理施設の整備が遅れているうえ、郊外のうどん店でゆで汁などを水路などに流しているところ

もあり、近年のうどんブームにより事態は悪化しました。
水質汚濁防止法では、平均排水量50㎥/日以上の事業場を規制対象となる特定施設として指定し、排水処理
施設の設置が義務づけられています。また、同法は自治体における上乗せ排水基準の設定を認めており、香
川県生活環境の保全に関する条例は、特定事業場の適用範囲を最大排水量50㎥/日以上まで拡大し、上乗せ排
水基準を適用してきました。
しかし、条例の規制対象外の事業場からの排水による汚濁負荷が高くなってきており、平成18年度では、
県全体の汚濁負荷量の約４分の１となっていました。
また、うどんに係る条例の規制対象外の事業場数は約900事業場あり、従来の条例では規制対象外である

これらの事業場は零細事業場が多く、規制対象とし高額な排水処理施設の設置を求めるのは負担が大きすぎ、
主要観光産業であるうどん文化を守りつつ、水質環境を保全するための模索が続いてきましたが、条例を改正
して規制することになりました。
改正条例は、平均排水量10㎥/日以上の事業場を規制の対象とし(上乗せ規制)、一日に約800玉を販売する

うどん店・製麺所が対象となります（平均的なうどん店は一日約300玉）。また従来、汚濁指標として用いてきた
COD※1・BOD※2と全有機炭素TOC※3の間に相関が認められたことから、法の排水基準にないTOCを、横出し
項目として規定しました。排水規制には3年程度の猶予期間がありますが、違反者には罰金なども科されます。
しかし、
①　処理施設は高価で維持管理費も発生する一方、県の支援策は融資制度のみで補助制度はないこと
②　水質排出水の汚染状態・量を届け出る制度であるが、その信憑性をどのように把握するのか
③　届出のないうどん店への対応をどうするのか
④　裁判手続の必要な罰金より、行政処分である過料の方が実効性があるのではないか
⑤　条例上は調査・勧告・措置に関する権限があるが、どのようにして実効性を確保するか
などの課題もあります。
地方自治・行政法を学ぶ当ゼミ学生にとっては、法律と条例の関係を学ぶうえで、地域特有の課題に対してど

のような法的対応が必要であるか考え、またその政策形成過程を検証するための良い機会でした。

※1　ＣＯＤ：化学的酸素要求量
※2　ＢＯＤ：生物学的酸素要求量
※3　ＴＯＣ：全有機性炭素

条例によるうどんの排水規制

規制対象事業所 : 平均排水量10㎥ /日

規制対象項目　 : COD、BOD

規制対象事業所 : 平均排水量50㎥ /日

規制対象項目    : COD、BOD

規制対象事業所 : 平均排水量50㎥ /日

有機性汚濁指標

TOC

旧条例

水質汚濁防止法

香川県生活環境の保全に関する条例

ゼミ学生は香川県の事業者説明会にも参加
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香川大学では、「基本計画」に基づき、2009年度から2013年度までの5年間で、基準年(2007年度)から
温室効果ガス排出量を５％削減することを努力目標としています。

温室効果ガス削減目標

3838 環境報告書環境報告書 20102010

香川大学におけるエネルギー使用および二酸化炭素排出にかかわる原単位の変化を、以下に示します。

表　エネルギー使用および二酸化炭素排出にかかわる原単位の変化

図　エネルギー使用量に係る原単位の推移 図　二酸化炭素排出量に係る原単位の推移

都市ガス

都市ガス（天然ガス）

プロパンガス（ＬＰガス）

灯油

ガソリン

軽油

重油

電力

　      　　
　　　　項 　　　      目

総エネルギー使用量
二酸化炭素排出量
建物延べ面積
学生・教職員数

単位面積当たりのエネルギー使用量

1人あたりのエネルギー使用量

単位面積当たりの二酸化炭素排出量

1人あたりの二酸化炭素排出量

2007年度

407,823
17,169
251,820
10,515
1.62
38.78
0.068
1.633

2008年度

402,583
17,575
275,545
10,471
1.46
38.45
0.064
1.678

実績
387,037
16,296
275,545
10,458
1.40
37.01
0.059
1.558

単位

GJ
ｔ-CO2
㎡
人
GJ/㎡
GJ/人

ｔ-CO2/㎡
ｔ-CO2/人

基準年（2007年）比

-5.1％
-5.1％
9.4％
-0.5％
-13.3％
-4.6％
-13.3％
-4.6％

CO
2排
出
量（
ｔ
-C
O
2）

基準年（2007年度）比　5％減

電力
重油
軽油
ガソリン
灯油
LPG
都市ガス（天然ガス）
都市ガス

0.378
0.0189
0.0187
0.0183
0.0185
0.0161
0.0139
0.0136

2009年度
排出係数

2009年度

1.30

1.40

1.50

1.60

1.70

36.00

37.00

38.00

39.00
38.45  

1.62

1.46

37.01

40.00

2009年度2008年度2007年度

単
位
面
積
あ
た
り
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ー
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用
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）
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り
の
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ー
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用
量

（
G
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人
）

1.40

1.500

1.540

1.580
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1.660
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）

0.059
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1.678

1.558

1.633
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38.78
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香川大学では、2004年度(平成16年度)を基準年として、5年間で５％以上の削減を目標に、各種対策
に取り組んでいます。

香川大学では、2004年度(平成16年度)を基準年として、5年間で５％以上の削減を目標に、各種対策
に取り組んでいます。

香川大学内で、2009年度に再利用された水は44,467㎥/年でした。香川大学では、以下のような循環
水利用の取り組みを進めています。

紙の使用量と低減対策

水の使用量と低減対策

循環水利用の取り組み

省資源の推進
使
用
量（
ｔ
）

　　

【主な低減対策】
・両面印刷の実施
・裏紙利用の実施

0

20

40

60

80

100

120

2009年度2008年度2007年度2006年度2005年度2004年度

51

84 85
92

103

使
用
量（
千
㎥
）

　　
【主な低減対策】
・節水こま、自動水栓の設置
・トイレへの節水型機器の導入
・トイレ、散水、消火栓、中央熱源機器冷却などに循環水を利用
・節水の啓蒙活動

0

50

100

150

200

250

300

2009年度2008年度2007年度2006年度2005年度2004年度

240
254 247

231

259

基準年（2004年度）比　66％増

基準年（2004年度）比　7％増

三木町医学部キャンパス

林町キャンパス

農学部附属農場

トイレ洗浄水、屋外散水、消火栓、中央熱源機器冷却用に中水として再利用

生活排水、雨水、地下水を便所洗浄水、植物散水および測定器の冷却に再利用

家畜糞尿処理水を果樹園の灌漑用水として再利用

対象地区 取り組み内容

※ 香川大学では2006年度以降、紙の使用量の集計範囲を拡大しました。

　　

【主な低減対策】
・両面印刷の実施
・裏紙利用の実施

09年度

103

％増

※ 香川大学では2006年度以降、紙の使

　　
【主【主な低減対策】
・節水こま、自動水栓の設置
・トイレへの節水型機器の導入
・トイレ、散水、消火栓、中央熱源機器冷却などに循環水を利用
・節水の啓蒙活動

09年度

259

増

62

243
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香川大学では、三木町医学部キャンパスおよび附属学校園のボイラーや発電機から、大気汚染物質である窒
素酸化物(NOx)や硫黄酸化物(SOx)が発生します。これらの大気汚染物質の排出量を削減するために、低硫
黄重油の使用や、重油から電力へのエネルギー転換をすすめています。
また、三木町医学部キャンパスの中央機械室では、年1回空気比の調整を行っているほか、窒素酸化物(NOx)の
濃度を年2回測定しています。2009年度の測定結果は、全て基準値を下回りました。

※1 PRTR制度 (化学物質排出移動量届出制度) : 有害性のある多種多様な化学物質がどのような発生源から、どれくらい環境中に
　　　 排出されたか、あるいは廃棄物に含まれて事業所の外に運び出されたかというデータを把握し、集計し、公表する仕組みです。

これらの化学物質は、毒物及び劇物取締法および｢国立大学法人 香川大学毒物及び劇物管理規程｣に基づ
き、施錠できる保管庫での保管、使用記録簿の作成･管理、適正な処理を行っています。また、定期的な監査を実
施しています。

放射性物資については、放射線障害防止法に基づき適正な管理を行っています。また、放射性同位元素実験
施設からの排水については、排水の都度監視測定を行っています。2009年度は、放射性物質の購入量、使用量、
排出濃度は法令で定められた限度未満でした。

遺伝子組み換え実験については、法令に基づき実験計画の届出を行っています。また、実験で使用した
排水は特殊排水処理施設での処理を行っています。

PCB廃棄物である、高圧コンデンサおよび蛍光灯安定器などは、専用容器を用い厳重に保管しています。
2015年までには、ＰＣＢ汚染物等処理施設での処理を行う予定です。

香川大学では、教育･研究活動に伴いさまざまな化学物質を使用しています。人や環境に影響を与えるこれらの
化学物質は適正な管理を行っており、また、環境への排出量を低減させるための取り組みを行っています。

PRTR制度対象化学物質は、管理簿に購入･使用の履歴を記入するなど、PRTR法に基づいた管理の徹底を
行っています。

■三木町医学部キャンパスにおける窒素酸化物（NOx）の測定結果

■PRTR制度※1対象化学物質の管理

■毒物･劇物の管理

■放射性物質の管理

■遺伝子組み換え実験の管理

■PCB (ポリ塩化ビフェニル)廃棄物の管理

大気汚染物質に係る管理状況

化学物質の適正管理

PRTR制度 (化学物質排出移動量届出制度) : 有害性のある多種多様な化学物質がどのような発生源から、どれくら
排出されたか、あるいは廃棄物に含まれて事業所の外に運び出されたかというデータを把握し、集計し、公表する仕組

制度対象化学物質は、管理簿に購入･使用の履歴を記入するなど、PRTR法に基づいた管理
ます。

度※1対象化学物質の管理

～ 香川大学で使用しているPRTR制度対象化学物質 ～

　　第一種指定化学物質　
　　ホルムアルデヒド、フェノール、クロロフォルム、アクリルアミドなど

     測定箇所
　　　　

No.1ボイラー

No.2ボイラー

No.3ボイラー

No.4ボイラー

No.5ボイラー

No.1冷温水機

No.2冷温水機

3号発電機

1回目測定（9月）
(ppm)

52

42

43

45

43

70

75

890

2回目測定（2月）
(ppm)

54

52

42

45

42

45

40

850

排出基準量
(ppm)

260

260

260

260

260

180

180

950
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香川大学では、三木町医学部キャンパス、三木町農学部キャンパス、林町キャンパスにおいて研究や実験に伴う
排水が発生するため、定期的に排水の分析を行い、水質管理を徹底しています。

三木町医学部キャンパスでは、排水処理施設からの排水について定期的(12回/年)に水質検査を行っている
ほか、排水の放流先である男井間池でも年2回の水質調査を行っています。また、自動計測装置により排水量お
よび排水の水質(COD、窒素、リン)について常時監視を行っています。2009年度の水質調査において異常は
ありませんでした。

・ 三次処理施設の設置および適正管理
・ エアレーター散気装置および曝気時間自動制御装置の設置による窒素量の低減
・ 無リンの高級アルコール系洗剤の使用推奨
・ 発生源での中和処理
・ 特殊実験廃液、有害廃液の貯留回収
・ 病院厨房排水系統設置グリーストラップの定期清掃（年４回）

三木町農学部キャンパスでは、外部の分析機関で水質検査を実施しています。また、農学部附属農場では、家
畜糞尿還元設備から発生する排水について、年1回水質検査を実施するとともに、周辺地の水質についても検
査を行っています。2009年度の水質調査において異常はありませんでした。

林町キャンパスでは、公共下水へ放流する前の排水枡にpHセンサーを4箇所設置し、1時間ごとにpHを測定し
て常時監視を行っています。

■2009年度の排水の測定結果　

■三木町医学部キャンパスでの取り組み

■三木町農学部キャンパスおよび農学部附属農場での取り組み

■林町キャンパスでの取り組み

排水の水質に係る管理状況

※1 pH : 水素イオン指数
※2 SS : 浮遊物質量

測定箇所

三木町医学部キャンパス(実験排水)

三木町医学部キャンパス(生活排水)

三木町農学部キャンパス

農学部附属農場

BOD (mg/ℓ)

1.0 mg/ℓ未満

1.0 mg/ℓ未満

1.0

14.6

SS※2(mg/ℓ)

1.1

1.0

5.0

12.4

pH※1

6.9

7.5

6.8

7.4

COD (kg)

878.5

120.3

-

窒素 (kg)

435.7

169.9

-

リン (kg)

23.5

28.8

-

排水量
(㎥)

126,456

37,208

620.5　

排出濃度 総排出量
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調達総量に対する基準を満足する物品等の調達量の割合によって目標設定を行う品目では、調達目標を
100%としています。2009年度の特定調達品目の調達状況は、平均で98％（2008年度比0.20％増）とな
りました。調達目標を達成できなかった主な理由として、一部の品目については用途の特殊性により、機能･
性能面等から基準を満足する物品を調達できなかったことがあげられます。

※1 特定調達品等: 国および独立法人などが、重点的に調達を推進すべき環境物品などの種類、および、
　　　　　　　　　　その判断基準を満たす物品など

特定調達品目以外の物品の調達にあたり、できるかぎり環境負荷の小さい物品等の調達に努めることとし、
環境物品等の判断基準を超える高い基準のものを調達すること、グリーン購入法適合品が存在しない場合でも、
エコマークなどが表示され、環境保全に配慮されている物品または同等の物品を調達することに配慮しています。

物品等の納入や、印刷、清掃、植栽管理などの役務、公共工事の請負事業者に対して、事業者自身が環境物品
等の調達を推進するよう働きかけるとともに、物品の納入に際しては簡易な包装とするよう働きかけています。

香川大学では2008年度に「環境物品等の調達の推進を図るための方針」を定め、この方針に基づき、
環境物品等の調達を推進しています。

■特定調達品等※1調達

■特定調達品目以外の物品の調達

■役務の調達

●2009年度における主な特定調達物品調達量

グリーン購入の推進

分　野

紙類

文具類

オフィス家具等

ＯＡ機器

照明

消火器

作業手袋

設備

グリーン購入量

102,870.5kg

2,501.49kg

16,660本

14,420冊

12,902枚

1,628脚

1,069台

2,709個

3,351個

417個

479個

624本

836組

70kW

目標達成率

96.0％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

目標値

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

100％

品　目

コピー用紙

印刷用紙（カラー用紙）

チョーク

ファイル

事務用封筒（紙製）

いす

机

インクカートリッジ

一次電池又は小型充電式電池

LEDランプ

LED以外の電球形状ランプ

消火器

作業手袋（防災用を含む）

太陽光発電システム
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学生と教職員が協力して年2回クリーンキャンパス(構内清掃)を行い、構内美化に対する意識の高揚と相互の
連帯感の強化を図っています。
毎年多くの学生や教職員が参加し、構内および大学周辺の空き缶や紙くずなどの収集や、除草、放置自転車の
撤去などを行い、構内の美化に努めています。2009年度にもキャンパスにおいて、夏と秋の2回実施し、
多くの学生や教職員が参加して構内は見違えるように綺麗になりました。

■クリーンキャンパスの目的

クリーンキャンパスの取り組み

幸町キャンパスでの活動の様子

三木町農学部キャンパスでの活動の様子

クリーンキャンパスのポスター
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養護老人ホームへのボランティア活動の概要

養護老人ホームへのボランティア活動の概要

養護老人ホームへの福祉ボランティアティア

神江ゼミの学生は｢社会福祉法人さぬき｣の養護老人ホームでボランティア活動をしています。通常は、毎週
水曜日の午後に2～3名で訪れ、入所者の方のお話し相手や施設で働く方々のお手伝いをしています。また、
施設内のお料理クラブや運動会のお手伝いや、ゼミ生が企画したハロウィンパーティ(紙芝居や室内花火)など
のイベントも開催しています。

法学部 法学科 神江ゼミ（神江 伸介 教授）では、毎年3年生が
｢社会福祉法人さぬき｣を訪れ、お年寄りへのボランティア活動を
行っています。今回は、2009年度の活動に参加した高木さん、
宮武さんにお話を伺いました。

高木さん

宮武さん

宮武さん

高木さん

高木さん

高木さん

高木さん

宮武さん

宮武さん

Ｑ： ボランティア活動でどんなことに苦労しましたか？
はじめは、ぜんぜん話が合わないし、何を話したらいいのか分からなくて、
戸惑うことも多かったです。何回も施設にお伺いしているうちに、お年寄り
のペースに合わせて、自然にお話ができるようになりました。コミュニケー
ションの難しさについては、全員が一度は苦労したと思います。

Ｑ： ボランティア活動をする上で、工夫した点はありますか。
入所者の方に、私たちの名前や所属を覚えていただけるように、名前入りの
おそろいのエプロンを着用していました。また、昨年度ボランティアに参加
した先輩から、アドバイスやサポートを受け、取り組みが円滑にすすむよう
工夫していました。

Ｑ: ボランティア活動をしていて、良かったなと思ったことはありますか？
印象に残った事は、ほんとうにたくさんあるのですが、特にイベントの後で「楽しかった～！」｢ありがとう！｣と言って
いただけたのは、すごく嬉しかったですね。
料理クラブの時は、普段はいない私たちがいることが、逆に足手まといにならないかと心配したのですが、触れ合
いながら一つのことをやって、できたお料理を、「ああ美味しいな」とか言いながら食べたりすると、上手く言えな
いんですが、心が温まるというか…。やっていて良かったなと思いました。

 
Ｑ: ボランティアの経験は、今後どのように活きてくると思いますか？

ボランティア活動をつうじて、「してあげる」や、「あの人はできないから私がやってあげよう」というのではなくて、
「あの人ができることを一緒にしよう」、「私が知らないことを教えてもらおう」という、一緒にやるという気持ちが
ボランティアの一番大切なところだと感じました。高校生のころからボランティア活動をしてきたのですが、今回
のことがきっかけで、やはり将来こういうことに係っていきたいという気持ちが強くなりました。仕事として直接
お年寄りと係るというのではなくても、今後も色々な方面からボランティア活動を続けていきたいと思います。

ボランティア活動に何回も参加してみて、プラスの評価を得る目的で参加したり、
自己満足や自己犠牲で参加するのではなくて、積極的に問題意識を持ってボラン
ティアに参加しなければいけない、そうじゃなければ、ボランティアの意味がないと
思うようになりました。これからも、ボランティア活動で得たことを仕事に活かして
いきたいなと思います。

Ｑ: 今後の展望について教えてください。
今後は、高齢者福祉のボランティア団体の香川大学支部をつくろうという構想が
あります。大学側の協力も得ながら、ゼミも学部も学年も関係なく、香川大学全体
で高齢者ボランティアに取り組めるようになってほしいと思います。

法学部　　高木 世理奈さん
法学部　　宮武 由貴さん　

イベントの様子
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未来からの留学生 概要

②広報活動 － ポスター･キャラクターグッズの作成 －

③磁石にくっつく不思議な液体　－ 香川大学博物館とのコラボレーション講座 －

①運営のための組織づくり

未来からの留学生2009の反省･課題

未来からの留学生2009の取り組み

2009年度は、学生支援プロジェクトの支援を受け、初めて学生に
よる運営組織を立ち上げ、警備、案内などのボランティア活動を行い
ました。また、教室、サークル単位で個別に講座を開設するかたちを
とっているため、これまでは講座同士の情報の連携不足という問題
がありました。そこで、事前に講座担当者を集めて講座が抱えている
問題の共有化、準備状況の報告など情報交換を行いました。

「未来からの留学生2009」の開催を知っていただくための、
ポスターを作成しました。さらに、2009年度は、特別講演案内用の
チラシも作成しました。
また、「みらいちゃん」をあしらった缶バッジを作成し、「未来からの
留学生2009」開催当日に参加者に配布しました。

「夢化学21-in香大」とタイアップして、イオン液体と磁性流体の特徴を併せもつ
「磁性イオン液体」の面白さを体験する参加型講座を開催しました。開催当日は感想の
収集などのアンケートも行いました。また、展示パネルを用いて香川大学博物館の
紹介や、ナウマン象の骨や珪化木の展示なども行いました。

受付横での誘導の様子

磁性イオン液体

参加者の様子

「未来からの留学生」
オリジナルキャラクター

「未来からの留学生」の取り組みは、地域の子どもたちを未来からの留学生とし
て受け入れ、さまざまな講座で研究活動を体験してもらう行事です。2009年度で
8年目を迎え、教育学部の秋の行事として地域の方々に定着しています。大学という
「学び」の場において実験や研究活動に触れることで、
一人でも多くの子どもたちに「香川大学教育学部で
学びたい！」と感じてほしい。学生や教職員のそんな思
いがこの活動を支えています。
2009年度開催当日は天候に恵まれ、幼児、児童、

高校生など、あわせて1,300名を越える参加者をお迎
えすることができました。

開催当日は、スタッフの全員の配置や、同じ帽子を被って目印にするなどの工夫を行いましたが、人数が多い
時間の缶バッチの配布方法や、目線の低い子どもにも分かりやすい目印など、さらに工夫すべきだと感じました。
また、講座での展示についても、もっと子どもたちの興味をひくような展示の仕方などが必要だと思いました。
「子どもたちに頼られて嬉しかった」など、やりがいを感じたメンバーが多く、「未来からの留学生2009」は、
私たち自身にとっても大変有意義な活動となりました。今後は、今回の経験を後輩たちに伝える機会を設けたい
と考えています。「未来からの留学生」がより良い活動として発展し、これからも長く地域で愛されるもので
あってほしいと思います。

教育学研究科　楠 依子さん
教育学部　理科領域　高木 由美子准教授
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危機管理研究センター　長谷川 修一 教授

危機管理研究センターでは、災害に関する正しい知識と技能を持ち、
災害時には自助、共助の中心として活躍できる地域の「防災士」を養成
することを目的に、「地域防災リーダー養成講座」を開講しています。

2009年度の受講生数は、第Ⅰ学期及び第Ⅱ学期ともに在校生約40名、社会人約20名で、社会人の熱意に
学生が触発されたようでした。特に、意思決定検定訓練と災害図上訓練では、在校生と社会人受講者の交流を
図ることができました。防災士の資格試験は受験者30人が、全員合格し、合格者のなかには、合格後日本防災
士会香川支部に入会し、地域防災活動を積極的に加わっている方もいらっしゃいます。

2010年度は社会人が受講しやすいように、学生主体の通年コースとは別に、社会人を対象とした短期コースを
開講する予定です。また、防災士の資格取得者の活動の場の提供とスキルアップが今後の課題であり、このため
には、香川大学においても防災士の資格取得者を中心に防災クラブ(仮称)を立ち上げ、地域防災のリーダーとして
育成する必要があります。また、防災士の資格所得者を対象とした、研究プログラムの開発も課題です。

災害は、自然による環境破壊であるとともに人間の関与や災害廃棄物が加わることによって、環境災害へ
発展する可能性もあるものです。自然災害による被害を小さくすることは環境保全に通じます。防災には、国県
市町村などの行政機関による公助とともに自助と共助が大きな柱になります。防災活動の中心を担うリーダー
を養成することは、地域の防災だけでなく、地域の環境保全にも貢献することになると、期待されます。

本講座は、香川大学の公開授業として、第Ⅰ学期と第Ⅱ学期に開講し、
受講対象者及び定員は、一般成人30人です。
本講座では、第Ⅰ学期及び第Ⅱ学期の全授業を履修すると、NPO法人

日本防災士機構の防災士資格試験の受験資格を得ることができます。
また、救急救命講習の受講証明を取得すると日本防災士機構認定の
「防災士」の資格を取得することができます。講師などは、香川大学危
機管理研究センターの研究員や各学部の教員とともに高松地方気象
台、香川県、高松市などの職員などがあたっています。
講義の内容等は、第１学期は、防災リテラシー養成講座(災害を知る)とし、2009年4月～7月に講義を14回と
香川県防災センターで課外実習を１回実施しました。また、第Ⅱ学期は、防災コンピテンシー養成講座(災害に
備える)とし、10月～2月に講義14回と高松市消防局職員による普通救命講習を１回実施しました。

地域防災リーダー養成講座

目的

成果・イベント

今後の展望

環境配慮活動への思い

概要・規模

長谷川 修一 教授

意思決定訓練（クロスロード）の授業風景 防災センターにおける消火訓練 災害図上訓練
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香川大学では「アジア人財資金構想」高度専門留学生育成事業※1に取り組ん
でいます。
本事業では、日系食品企業と共同して「日本の食の安全」の観点から、作物の
育成、収穫、加工、流通にいたるまでの総合的な食の安全に必要な能力や
経営感覚を身につけた人財の育成を目指しています。
2009年度には、農学部において、第一期生となる外国人留学生を受け入れ、

専門教育プログラムやインターンシップ（企業実習）、ビジネス日本語教育など、
2年間にわたる実践教育をスタートさせました。2010年度以降は、国の
経済支援を受けず、香川大学と産業界が協力して、留学生を受け入れ、食の
安全教育を継続中です。

※1 「アジア人財資金構想」高度専門留学生育成事業
経済産業省と文部科学省の共同事業で、優秀な留学生を日本へ招き、産業界と大学が
一体となって、日本語教育、専門教育、就職活動支援までのプログラムを行う取り組みです。

2009年４月から東南アジアからの若手研究者を香川大
学に受入れ、食の安全技術開発を共同して実施しました。得
られた成果に基づき、同年9月には、香川大学はチェンマイ
大学との共催により「第二回省農薬国際ネットワーク形成の
国際学会－東南アジア諸国食の安全技術開発会議－」を開
催しました。会議では、農産物の安全性や省農薬技術開発
だけでなく、マラリアに有効な農作物の検索、農業技術遠隔
管理･操縦に関するロボット技術の紹介など、広範な分野に
わたるアジア地域の食の安全について議論することができ
ました。
また、ワークショップでは、香川大学から両大学の共同研
究に活用する顕微鏡観察画像解析用の機器と、成分分析の結果を解析できる機器とソフトを贈呈し、その利用
方法のデモンストレーションなどを行いました。東南アジア周辺諸国の研修生からもワークショップ開催の要望
があることから、今後も両大学が協力し、周辺諸国の学生への教育や技術者指導に貢献していく予定です。

「東南アジアにおける食品安全技術開発に関する学際的ネットワーク形成プログラム」
        ～ 東南アジア諸国への省農薬技術の普及促進 ～

「アジア人財資金構想」高度専門留学生育成事業
        ～ 東南アジア諸国の人材育成および国内の大学･企業のグローバル化 ～

東南アジア諸国の人材育成事業

納豆生産ラインの見学

工場による納豆製造工程の講義講義を受ける学生

新装置の設置後の解説
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「香川大学検定」って、どんなものなのですか？

どういうきっかけで、編集に係るようになったのですか？

香川大学検定２０１０

「香川大学検定」の本

「香川大学検定」というのは、香川大学をテーマにした問題に答えてもら
うことで、楽しみながら、香川大学のことをより詳しく知ることができる
検定本です。第一に、香川大学生に香川大学のことをより深く知っても
らって、大学を好きになってもらうこと。次に、「香川大学検定」を、地域の
方々に配布して、香川大学の実状や取り組みを知ってもらって、地域の
方々にとっての香川大学をより近い存在にすること。この二つが、「香川
大学検定」を製作している目的です。そのために、私たちは、先生や
サークルの方々の協力をいただきながら、自分たちで情報収集をして、
どうやったら面白く伝えられるか、工夫しながら製作しています。

出来上がった「香川大学検定」は、なるべく多くの方に見ていただけるよう、
冊子を学園祭や履修相談会で配布したり、「ＭＩＮｔＳ」のキャリア･カフェ
や各部の事務局に置いたりしています。また、ゲーム的な感覚で、冊子と
は異なる楽しみ方ができるウェブ版も公開しています。

香川大学では、教養ゼミナール授業での取り組みや、学生支援
サークル「ＭＩＮｔＳ」※1のメンバーの活躍によって、大学をテーマに
した「香川大学検定」というユニークな冊子が製作されています。
2009年度に製作された「香川大学検定2010」に引き続き、
現在2011年度版も製作中のこの取り組みについて、「香川大学
検定2010」編集長の河原勝浩さんと、編集委員の相田卓哉さん
にお話を伺いました。

もともとは一昨年、私が一年生のときに参加した教養ゼミナールでの取り組みでした。半年ぐらい
かけて製作したのですが、やはり、一年生だったということもあって、完成度が低いなと感じたんです。
それで、私が参加していた「ＭＩＮｔＳ」というサークルに企画を持ち帰って、さらに良いものを作ろう
ということになったのがきっかけです。

私は、「ＭＩＮｔＳ」のメンバーとして、第二弾「香川大学検定2010」の
製作から係り始めました。こういった大学をテーマにした検定本や問
題集を作っている大学は、全国でも珍しいそうなんですが、それな
ら、こういう検定本を作れば、香川大学の学生にもっと香川大学のこ
とを知ってもらえて面白いなと思って参加しました。こういう活動に
取り組んだことで、初対面の方や年代の違う方、大勢の人の前でも
自分の言葉で話すことができるようになりました。

※1 MINtS： 学生が学生を支援するピア・サポート組織で、2006年の発足以来、
              さまざまな活動を行っています。名前の由来は、Minor In Need of 
              Supporｔ(支援の必要な未成年)にtalent (才能) を付け加えたもの。
              今はまだ小さなtalentだけど、これから多くの経験を積み、大きな

                  才能を育てよう！という願いがこめられています。

相田さん

河原さん

河原さん

河原さん

相田さん

相田さん

        

ど

河原さ

http://cps.ca.kagawa-u.ac.jp/kentei/index.htmlＷＥＢ
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この報告書は、環境省が2007年6月に発行した「環境報告ガイドライン（2007年版）」に基づき
作成しています。

環境報告ガイドライン対照表

環境報告ガイドライン（2007年版）に基づく項目 該当頁 記載状況 備　考
基本的情報(BI)

　(BI-1)経営責任者の緒言

　(BI-2-1)報告の対象組織・期間・分野

　(BI-2-2)報告対象組織の範囲と環境負荷の捕捉状況

　(BI-3)事業の概況(経営指標を含む)

　(BI-4-1)主要な指標等の一覧

　(BI-4-2)事業活動における環境配慮の取組に関する目標、計画

　　　　　及び実績等の総括

　(BI-5)事業活動のﾏﾃﾘｱﾙﾊﾞﾗﾝｽ（ｲﾝﾌﾟｯﾄ、内部循環、ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ）

環境マネジメント指標(MPI)

　(MP-1-1)事業活動における環境配慮の方針

　(MP-1-2)環境マネジメントシステムの状況

　(MP-2)環境に関する規制の遵守状況

　(MP-3)環境会計情報

　(MP-4)環境に配慮した投融資の状況

　(MP-5)サプライチェーンマネジメント等の状況

　(MP-6)グリーン購入・調達の状況

　(MP-7)環境に配慮した新技術、DfE等の研究開発の状況

　(MP-8)環境に配慮した輸送に関する状況

　(MP-9)生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の状況

　(MP-10)環境コミュニケーションの状況

　(MP-11)環境に関する社会貢献活動の状況

　(MP-12)環境負荷低減に資する製品・サービスの状況

オペレーション指標(OPI)

　(OP-1)総エネルギー投入量及びその低減対策

　(OP-2)総物質投入量及びその低減対策

　(OP-3)水資源投入量及びその低減対策

　(OP-4)事業エリア内で循環的利用を行っている物質量等

　(OP-5)総製品生産量又は総商品販売量

　(OP-6)温室効果ガスの排出量及びその低減対策

　(OP-7)大気汚染、生活環境に係る負荷量及びその低減対策

　(OP-8)化学物質の排出量、移動量及びその低減対策

　(OP-9)廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量及びその低減対策

　(OP-10)総排水量等及びその低減対策

環境効率指標(EEI)

　環境配慮と経営との関連状況

社会パフォーマンス指標(SPI)

　社会的取組の状況

1

目次

目次
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4･5, 8･9, 34, 36～44
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8･9
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全学を対象

検討中

検討中 ※1

該当なし

※1　環境配慮活動に対し、取引業者にできる限りの協力を依頼するため、サプライチェーンマネジメントの方針、目標、計画の作成を検討しています。







細い線で｢K｣をモチーフにした動物(人 )を

描いています。｢夢・個性｣の発見に向けて、

人一倍の｢嗅覚(アンテナ)｣を磨き生かし、

知識、探求、思考、発想、実行を重ねながら、

筋肉を身につけて魅力的な人となり社会に

巣立つことをイメージしております。
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